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◇

親族の範囲

Q:税法において「親族」という言葉がよく

でてきますが、「親族」とは、どの範囲をいう

のでしょうか。

ヱヘー：税法において様々な形で「親族」という

言葉が現れます。「生計を一にする親族」など

の規定は税法上ありますが、「親族」について

は税法上、特に規定を置いているわけではなく、

民法上の規定によっています。

親族とは、①6親等内の血族、②配偶者、③

3親等内の姻族（民法725条）をいいます。

このうち、血族とは、血のつながりのある親

族であり、両親、兄弟、子どもはもちろんのこ

と 、 叔父、叔母、甥姪などがこれに該当します。

一方、姻族とは、配偶者の血族および血族の

配偶者が該当し、例えば、妻の両親・兄弟・自

分の兄弟の妻などが含まれます。

また、親等の数え方は、親族間の世数を数え

ます。両親は1親等、兄弟、孫は2親等となり

ます°

兄弟などの傍系親族の場合は、一旦、始祖、

つまりその親に戻って計算することとされてい

ますので、自分もしくは配偶者の兄弟では2親

等、叔父や叔母は3親等と数えます（民法72

6条） 0

この親等の数え方は、血族、 姻族によって異

なることはありませんので、自分の親でも配偶

者の親でもl親等には変わりません。

ちな承に、娘婿も当然のことながら1親等親

族となります。
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